
各専攻の教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画 

●政治学研究科政治学専攻
［中学校教諭専修（社会）・高等学校教諭専修（公民）］
政治学研究科は、政策課題の発見及び政策立案などに関する高度な専門知識と実務能力を有

する人材を養成する。この教育目的のもと、教員養成にあたっては、政治学・国際関係論・社会
学に関する専門的な知識を応用して現代社会が直面している課題を解明することができ、調査
を通してデータを収集・分析・読解・伝達する能力をもち、さらにグローバルな視野から、私た
ちの社会が抱える問題の解決に向けて積極的な行動をなしうる教員の育成を目標とする。この
目標を達成するために、政治学研究科では、政治学・国際関係論・社会学の各専門科目に加え、
方法論、統計学、プレゼンテーション、実務研修、研究指導などの授業を豊富に提供する。 

●経済学研究科経済学専攻
［中学校教諭専修（社会）・高等学校教諭専修（公民）］
経済学研究科では、経済社会における諸問題について、より高度な経済学の理論と応用を研究

教授し、経済学の専門性を有した高い問題解決能力を身につけた研究者及び高度専門職業人の
育成を理念としている。国際間における学術交流の一層の進展のなか、専門性をもって国際社会
でも活躍できる人材の育成も方針として掲げている。 
教職課程においても、上記の方針のもとで、複雑で広範な政治・経済・倫理・社会現象やこれ

らの現代的諸問題を、経済学的視点に基づいて探求及び教育することのできる社会系教員の育
成を目標にしている。この目標達成のために基礎力養成のためコースワークと、応用力養成のた
めのリサーチワークを設定している。グループ討論、発表形式、実習型などの多様で活動的な学
習形態を提供している。さらに集団的論文指導体制により少人数教育を徹底させることで、早い
段階から探求能力と研究力を高めていく指導方法を計画している。 

●経営学研究科経営学専攻
［中学校教諭専修（社会）・高等学校教諭専修（公民）］
経営学研究科における教職課程では、経営学専攻分野における高度な知識、専門的な調査研究

能力と方法論を身につけた教員を養成することを目標としている。当該目標を達成するため、専
門的な学識を教え授けることができるとともに、関連する社会科学分野を含めた広い視野に立
って現代の課題と向き合い、深く考えさせる教育能力を持った教員を養成することを特色とし
た教職課程教育を実施している。 

●人文科学研究科哲学専攻
［中学校教諭専修（社会）・高等学校教諭専修（公民）］
哲学専攻では、最新の研究に通用する高い専門的知識と視野を備えた、社会系教員の育成を目

標としている。 
古代ギリシアから、近世、現代に至る西洋哲学、日本を中心に中国、インドなどの仏教をはじ

めとする東洋思想、ひいてはそれらを取り巻く社会、宗教、芸術、文学など多分野にわたり視点
を置きつつ研究を深めていく中で、専門的で高度な知識と研究能力を身につける。また、それら
を指導に役立てることのできる能力を養うため、さまざまな演習授業や学部 1 年生を対象とし
た「ジュニアセミナー」では、ティーチングアシスタントとして大学院生にも授業の運営に携わ
ってもらい、実際に学生に指導する機会を設けている。こうした経験を通して、教育の現場で生
かすことのできるより具体的な教育スキルを身につけさせる。以上が当該目標を達成する計画
となる。 
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●人文科学研究科史学専攻
［中学校教諭専修（社会）・高等学校教諭専修（公民）］
史学専攻では、日本史・東洋史・西洋史の各分野が同居する環境のなかで歴史学の手法を幅広

く学びながら、各自が関心を持っている専門分野の特定の対象についてレベルの高い研究を行
うことを目標としている。特に重視しているのは史料を広く探索して精確に解釈することであ
り、それによって独創的で水準の高い研究を進めることのできる人材を養成している。 
このような目標を達成するために、まずは各分野の演習を通して最先端の研究を学ぶことが

肝要だが、同時に各分野に共通する史学理論や史学史を学んだり、グローバルな視点からの歴史
学に触れたりする機会も設けられている。こうした授業を通じて、自身が関心を持つ特定の分野
の史料と研究動向に通暁し、あわせて歴史学のもつ現代的な学問としての意義をも理解したう
えで、より高度な歴史を教える技術を学ぶことができる。 

●人文科学研究科日本語日本文学専攻
［中学校教諭専修（国語）・高等学校教諭専修（国語）］
日本語日本文学専攻では、日本語日本文学科と同様に、学科開設以来重んじてきた実証的で堅

実な研究方法を、学生が身につけるとともに、これからの時代を切り開いていくのに必要とされ
る、創意に満ちた新しい国際的な感覚や学際的な関心を培っていくことを教育の目標としてき
た。併せて人格的な完成をも目指している。 
学生がそれぞれの専門分野の研究を深く追求できるように、古代から現代までの各時代の日

本語・日本文学・日本文化の研究に対応できるように、カリキュラムを構成している。また、現
在の研究にとって必要な、日本語教育・対照言語学・民俗学・中国文学・映画研究・文化研究な
どといった国際的で学際的な研究領域に配慮した授業も設定している。 
これらの授業を履修することで、日本語・日本文学・漢文学・日本文化に関する基礎的な知識

はいうまでもなく、現代的な関心と国際的な幅広い視野をもって、高度で専門的な学識を理解し、
人格的にも完成したうえで教育できる国語科の教員の養成をめざしている。 

●人文科学研究科英語英米文学専攻
［中学校教諭専修（外国語（英語））・高等学校教諭専修（外国語（英語））］
急激な勢いでグローバル化が進む現代にあっては、多様な言語・文化をもつ人々が、互いに理

解・協力し合い、共生するための幅広く深い知識、適切で柔軟な態度、先進的で高度な技能を身
につけることの重要性が高まってきている。とりわけ、人々が理解・協力し合う際に用いる国際
語としての英語の役割はますます大きくなりつつある。 
英語英米文学専攻では、そうした現在の情勢に対応できる、英語による高度な異文化間コミュ

ニケーション能力と英語及び英語圏の文化と歴史に関する高度な専門的知識と学力を身につけ
た優れた人材の育成を目標として、英語科教員の養成を行っている。
上記の目標を達成する計画として、授業を履修することによって、国際的な視野からの幅広く

質の高い教養、英語及び英語圏の文化と歴史に関する高度な専門的知識と学力、優れた批判的・
創造的思考力、英語教育に関する高い実践的指導力等を身につけることが可能となる実践的か
つ専門的な授業を配置している。 

●人文科学研究科ドイツ語ドイツ文学専攻
［中学校教諭専修（外国語（ドイツ語））・高等学校教諭専修（外国語（ドイツ語））］
ドイツ語ドイツ文学専攻では、最新の研究動向を積極的に取り入れ、ドイツ語圏の文学研究

および言語学研究はもちろんのこと、文学や言語をさらに大きな視点から一つの文化現象とし
て捉えた「文化研究」を行う場を提供し、どの授業も少人数の理想的な環境で、個人の研究テ
ーマに即したきめ細かい指導を行っている。文学・文化の分野では、社会文化誌（史）、メデ
ィア論、ジェンダー論、近年の文化理論などの観点から、言語学の分野では、語用論、テクス
ト言語学、認知言語学、社会言語学、メディア言語学といった新しい観点からも研究が行える
よう、各授業のテーマを設定し、文化と社会を動的に理解できる人材を養成できるよう図って
いる。
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教職課程では、とりわけ「ドイツ語学特殊研究」において現代のドイツ語圏における社会事
情をテーマにしてドイツ語で議論する能力を向上させると同時に、ドイツ語圏文化学科の「現
代地域事情入門ゼミ  ナール」、「言語・情報入門ゼミナール」、「文学・文化入門ゼミナ
ール」の授業においてティーチング・アシスタントとして教育面での実践経験を積むことで、
教育現場における実践的指導力を身につけ、より高度なドイツ語教員の養成ができることを目
標としている。 

●人文科学研究科フランス文学専攻
［中学校教諭専修（外国語（フランス語））・高等学校教諭専修（外国語（フランス語））］
フランス文学専攻においては、広い視野と高度な専門知識を持ち、研究を深めていくことが可

能な授業科目および研究環境を提供している。７万冊にもおよぶ資料に加え、豊かな視聴覚資料
が専攻学生に開かれている。また、年に数回開催される講演会は、見識を深めるのみならずフラ
ンス語圏の研究者・作家等と交流し、研究の最前線の現状を認識する機会ともなっている。さら
に、フランスの提携大学への留学も可能であり、専門知識を深めると同時に文化の諸相を学ぶ機
会も準備されている。上述の豊かな研究環境のほかに、少人数ならではのきめ細かい指導が専攻
学生の研究生活を支え、充実したものとさせている。殊に、年一回の中間発表会には博士前期課
程および後期課程在籍者全員が参加し、指導教員以外の教員もそれぞれの学生の発表を真摯に
受け止め、指導をする。自らの研究を、修正をしつつ深めていくことができる。
博士前期課程を通じて、自ら選んだ研究主題を多様な視点から研究し、広い視野と柔軟な思考

力と高い専門知識を兼ね備えた教員の養成を目指している。今後、ティーチングアシスタントと
しての仕事をさらに充実させ、実践的な教育経験の場を提供できるようにしていきたい。 

●自然科学研究科物理学専攻
［中学校教諭専修（理科）・高等学校教諭専修（理科）］
物理学専攻では、学部での教員養成教育の目的とその目標を達成するための計画を踏まえて、

自然科学の高度な専門的知識を持ち、広い視野から創造的な教育活動を行なう能力を持つ教員
養成を目標とする。この目標の達成のために、研究基盤となる自然科学の知識取得とその適応力
を高め創造的な授業をおこなう能力を物理学特別輪講で指導し、また自ら最先端の研究を推進
できる能力を身につけ、中等教育においても研究活動を指導できように物理学研究で指導する。 

●自然科学研究科化学専攻
［中学校教諭専修（理科）・高等学校教諭専修（理科）］
化学専攻では、学部での教員養成教育の上に立って、より深い化学の基礎知識と実験技術およ

び広い視野を持った、高い実践的指導力を持つ中等教育の教員を養成することを目標としてい
る。上記の目標を達成するために、化学専攻の大学院生には、専攻分野での高度な専門知識を体
系的に学ばせると共に、指導教員による個別的な研究指導の下に、最先端の研究活動を行わせる
ことによって、化学に関する高い専門性と化学実験の実践的指導力を身に付けさせる。これらに
よって、中等教育の教員として、生徒に化学の面白さと学問としての深さを伝えることができる
能力を涵養する。 

●自然科学研究科数学専攻
［中学校教諭専修（数学）・高等学校教諭専修（数学）］
数学専攻は、広い視野を持ち創造的な教育活動を展開できる指導的教員の養成を目標とする。

そのため、学部教育の上に数学の高度な専門的知識をもち、広い視野から創造的活動を行う能力
を持つ人材を育てる。特に、教職課程においては、高度な数学的知見の習得により数学的思考力
の重要性を認識し、さらに指導教員との数多くのセッション、学会における発表、修士論文の作
成における高度な論理展開を通して強力なコミュニケーション能力を習得する等、数学教育の
実践的技術を身につけさせる。 
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●自然科学研究科生命科学専攻
［中学校教諭専修（理科）・高等学校教諭専修（理科）］
生命科学専攻では、分子細胞生物学および関連分野の高度な専門的知識を持ち、広い視野から

創造的な教育活動を行なう能力を持ち、さらに科学の進歩と社会の発展に貢献できる教員の養
成を目標としている。上記の目標を達成するために、教職課程においては、分子細胞生物学、統
合生命科学、応用生物学などの講義の他、演習および実験などとの組み合わせにより、生命科学
に関して高い専門性を身につけられるよう、徹底した教育を行う。 

●人文科学研究科教育学専攻
［小学校教諭専修］
本学文学部は平成 25 年度に「2050 年を展望した教師教育」の理念を掲げて、未来志向型の教

員養成を実現する「教育学科」を新設したが、教育学専攻は、この「教育学科」と設立の理念を
共有し、その理念を「高度の教職専門性を備えた教師」として結実させることを目的として平成
27 年度に創設された。この目的を達成するために、本専攻は「教職専門性基準」（5 基準）を定
め、この基準に則った専門家教育（professional education）としての教師教育を実現する。その際、
専門家教育が「事例研究（case method）」による「理論と実践の統合」に本質があることに鑑み、
教職専門の理論的基礎となる「概説」と理論と実践の統合の基礎となる「事例研究」、テーマを
絞って深く探究する「特殊研究」によって教育課程を組織する。さらに、従来の「教職大学院」
が教科内容の知識や教科教育の実践的能力を教育課程に組織してこなかったことを反省し、本
学の質の高い教養教育の総合性を活かした「教職大学院」とは異なる教師の専門家教育を追求す
る。 
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